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研究成果の概要（和文）： 近世琉球寺院の社会的機能の一端が、宗派によって異なることを明

らかにした。臨済宗は葬礼仏事について、真言宗は占い・祈祷についての社会的機能を果たす

ことで、王府からの経済的支援を受けることのできない私寺は生き残りを図っていたことを指

摘した。 
 
研究成果の概要（英文）：The end of the social function of a modern Ryukyu temple showed 
clearly that it changes with cults. Rinzai sect took charge of the funeral service Buddhist 
service. The Shingon sect took charge of the prayer with fortune-telling. 
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１．研究開始当初の背景 
前近代琉球史研究は、伊波普猷の先駆的研

究以後、高良倉吉『琉球王国の構造』（1987
年、吉川弘文館）、そして近年の豊見山和行
『琉球王国の外交と王権』（2004 年、吉川弘
文館）に至るまで、政治と外交を中心的な論
点としてなされてきた。その根底にある問題
意識は、日琉同祖論（伊波）・琉球王国論（高
良）・従属的二重朝貢国論（豊見山）などに
見られるように、日本との関係をどのように
位置づけるかにあり、被支配者階級を含む琉
球社会そのものを対象とした歴史学研究は、
民俗学的手法による分厚い蓄積に相反して
等閑視されてきた。 

 このような琉球社会史研究の現状の中で
も、特に本研究が対象とする仏教寺院は、日
本と異なり墓守の機能を有さないため、地域
社会に深く根ざしたものとは見なされず、さ
らに研究が希薄な分野の一つといえる。前近
代を対象にした比較的まとまった研究とし
ては、島尻勝太郎『近世沖縄の社会と宗教』
（1980 年、三一書房）・平敷令治『沖縄の祭
祀と信仰』（1990 年、第一書房）・知名定寛
『沖縄宗教史の研究』（1994 年、榕樹社）を
挙げることができるにすぎない。 
 しかも、僅かに存在するそれら琉球仏教史
研究は、歴史学的手法によるものでは、薩摩
藩による宗教統制や鎮護国家仏教としての
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意義など、論点の中心はあくまでも政治・外
交にリンクする範囲の中にあり、他方民俗学
的手法では、民間行事・習俗の中に僅かに垣
間見える仏教思想をいかに発見・抽出するか
という手法がとられてきた。 
 前近代、王府が公認した寺院は、政治的・
経済的支援を付与されたが、他方で、そのよ
うな支援が受けられない寺院も那覇を中心
に多数存在した（下郡剛「琉球における寺院
と茶」『中世寺院の姿とくらし』）。このよう
な私的な寺院は、何かしらの社会的機能を有
さなければ、経済的に存続しえなかったはず
であるのだが、かかる視点に立った研究は皆
無である。 

さて、那覇の東１００キロほどに位置する
久米島には、現在も多くの「家文書」が残さ
れており、近年、日本学術振興会科学研究費
補助金により、京都大学・横山俊夫氏を中心
に本格的な調査が行われた。私自身これに従
事し、上江洲・與世永両家の文書目録を作成
した際、同島の地方役人を務めていた上江洲
家に、多くの私的な寺院と交わした文書が残
されていることを発見した。上江洲家文書を
見る限り、同家には他の沖縄地域と異なる特
別厚い仏教信仰は見あたらない。それにも拘
わらず、何故、同家は仏教寺院との関わりを
構築・維持する必要があったのか。このこと
を調べることで、前近代、仏教信仰の薄い琉
球社会で、王府から経済的支援を受けられな
い寺院が何故多数存在しえたのかを解明す
る端緒が開かれると考える。 
 さらに、研究代表者の勤務校、沖縄高専所
在地の沖縄本島北部地域には、近年、今帰仁
村歴史文化センター・名護市史編纂室らの調
査によって、久米島同様多くの「家文書」が
残されていることが明らかになってきた。久
米島と沖縄本島北部地域はともに、沖縄戦で
激しい地上戦を経験していないという共通
性を持っており、文書の残存数の多さはそれ
に起因すると思われる。さらに本島北部地域
は、沖縄本島内ではあるが、久米島と同じく、
首里王府からの距離１００キロ前後に位置
し、しかも王府との交通手段の中心は久米島
同様海上交通という共通性も持っている。そ
こで久米島等、沖縄本島周辺の離島（慶良間
諸島・渡名喜島・粟国島）及び沖縄本島北部
地域（名護・今帰仁）を、王府外周辺地域と
位置づけ、久米島研究で明らかにした成果を
もとに、比較研究することで、近世琉球寺院
の社会的機能を明らかにしたい。 
 
２．研究の目的 
琉球寺院の社会的機能を解明する上で、本研
究では、寺院の中でも、真言宗寺院の私寺に
分析対象を絞って研究することを意図して
いる。 
 前述したように、近世期の琉球王国には、

真言宗寺院と臨済宗寺院のみが存在したの
だが、真言宗寺院には、臨済宗寺院が有して
いた、外交の一翼を担うという機能が存在し
ない。外交・貿易こそが国家経済を支えてい
た琉球王国の中における真言宗寺院は、王府
との関係が相対的に希薄な存在といってよ
い。臨済宗寺院が首里城近辺に集中している
のに対して、真言宗寺院が那覇に集中してい
るのは、王府との関係の強弱によるものと考
えられる。その真言宗寺院の中でも、さらに
王府からの経済支援を受けることができな
い私寺にこそ、国家の枠組みから離れた、寺
院の社会的機能がより強くにじみ出てくる
と予測する。 
 さらに、真言宗寺院が集中する那覇は、地
方と中央を結ぶ海上交通の要所であり、地方
役人が首里王府に出向する際は、那覇が拠点
となっていた。このことと、上記した上江洲
家の事例を併せ考えると、地方役人層と真言
宗の私寺とは深い結びつきがあったものと
予測することが可能であり、実際に上江洲家
と関係が見られる寺院は真言宗寺院に限定
されている。 
 本研究では、首里王府外周辺地域（久米
島・沖縄本島北部の名護と今帰仁・慶良間諸
島・渡名喜島・粟国島）の地方役人層と真言
宗寺院の私寺との関係を明らかにし、それら
の寺院が在地社会に果たした役割を解明し
たい。 
 
３．研究の方法 
（１）地方役人階級側についての史料調査活
動では、那覇市史編纂室・浦添市立図書館沖
縄学研究所・久米島自然文化センターと連携
を取りながら、久米島・上江洲家文書の研究
を行う。那覇市史編纂室・浦添市立図書館沖
縄学研究所には上江洲家文書のコピーの一
部が架蔵されており、最初はコピーされた文
書から調査を開始する。その後、必要に応じ
て、上江洲家文書原本を管理する久米島自然
文化センターに出向いて文書調査を継続す
る。さらに、清明祭や旧盆など主要な民間行
事の期間中には、できる限り久米島現地に赴
き、民俗学的調査も積極的に行い、古文書に
見える仏教儀礼と現状との比較検討を行う。 
 
（２）寺院側の史料調査活動について。近世
期の寺院は那覇・首里に集中しており、同地
域は沖縄戦で大きな被害を受けた。そのため、
琉球寺院の側には史料が残っていない。した
がって、最初にするべきことは、日本の寺院
に、どの程度、琉球寺院に関する史料が存在
するのかを調査することである。具体的には、
琉球真言宗寺院と密接な関係を有する高野
山金剛峯寺についての予備調査を行う。 
 
（３）位牌や骨壺など、文書以外の資料の基



礎研究も開始する。この方法による研究によ
り、特に臨済宗寺院の社会的機能とリンクし
てくるものと考えるが、各家における信仰と
ダイレクトに直結しているため、調査が困難
な分野である。そのため、これまで文献史学
の立場からの研究は皆無に近い。基礎的研究
を始める段階にある。 
 
４．研究成果 
(1)上江洲家文書をはじめ、琉球の地方役人
文書ならびに地方役人の日記を検討するこ
とで、近世琉球の真言宗寺院の社会的機能の
一端が占い・祈祷に対する社会的要請に応え
ることであったことを指摘した。また、この
機能は、特に王府からの経済的支援を受ける
ことのできない私寺により強く見られるこ
とを指摘した。 
 
（２）真言宗との対比、との視点から、臨済
宗寺院についても検討した。方法としては、
真言宗の場合と同じく、琉球の地方役人の文
書ならびに地方役人の日記を検討対象とし
た。その結果、近世琉球の臨済宗寺院の社会
的機能の一端が葬送・追善に対する社会的要
請に応えることであったことを指摘した。ま
た、この機能は、真言宗と同じく、特に王府
からの経済的支援を受けることのできない
私寺により強く見られることを指摘した。 
 
（３）位牌や骨壺に関する基礎データの集積
を進めた結果、研究分担者として参加してい
る科学研究費補助金基盤研究（C）「沖縄久米
島の家系資料群の研究」（研究代表者小川順
敬）に継承された。 
 
（４）東京大学史料編纂所架蔵史料を中心に、
内地寺院所蔵・旧蔵の近世期琉球寺院関係文
書の調査を行った結果、本研究の発展型とし
て、科学研究費補助金基盤研究（C）「沖縄県
外史料の蒐集と分析に基づく近世琉球寺院
の社会的機能の解明」に継承された。 
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